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ウイルス性肝炎の複雑な治療におけるバイオ・ノーマライザーのような免疫調整剤の使用

　多くの専門家が、次の千年紀においても人類は感染症と闘い続けなくてはならないと言っています。感染症など中世
の病気であるとか、発展途上国の病気だとか思う人もいるかもしれませんが、１９９８年にＷＨＯが、全世界での感染
症との新たな闘いを呼びかけています。
　過去３０年間、感染症に関しては多くの発見がありましたが、その中に次のような非常に重大な発見があります。す
なわち、感染症にかかった人が、その治癒の後も保菌者であり続けるという現象、パーシステンシーと呼ばれる現象です。
このパーシステンシーには、まだ不明な点が多いのです。長期間、しかも治癒後にもかかわらず、ウイルスなどが人体
の中に存在し続け、ほかの人に感染することがある。これは深刻な問題です。
　大里博士はこのパーシステンシーに対し、１つの答えを出しました。環境破壊の仕業というのがその答えです。環境
変化がウイルスにも、さらには人間の免疫システムにもかなりの影響を与えていると大里博士は言っています。そのと
おりだと思います。実際、数千のウイルス性、バクテリア性の感染症の全てで、このパーシステンシー現象が見られます。
世界中の医者、専門家が感染症の治療に当たって、パーシステンシーの発生する可能性をいかに低下させるか、頭を悩
ませています。

ウイルス負荷を調べるトランスアミナーゼの変化に関す
るデータを紹介したいと思います。治療前と治療後のウ
イルスの数を計測したと言えばわかりやすいでしょう。
結論から言えば、バイオ・ノーマライザーの効果は目覚
ましいものでした。ウイルスの生存期間を短くしたので
す。この結果は重大であり、有望であると言えます。
　この１枚目のスライドでは、バイオ・ノーマライザー
がウイルスを抑制するメカニズムが示されています。バ
イオ・ノーマライザーはマクロファージに影響を与えま
す。さらにはインターフェロンという、つまりウイルス
から人体を守る特別のたんぱく質に影響を及ぼすので
す。血液細胞がインターフェロンを合成するのですが、
その合成能力を大幅に活性化させる効力をバイオ・ノー
マライザーは有しているのです。

　スライド②ではバイオ・ノーマライザーを使用した
場合と使用しない場合には、はっきり差を示しました。
血液細胞がインターフェロンを合成するのですが、そ
の合成能力を大幅に活性化させる効力をバイオ・ノー
マライザーは有しているのです。
　
　

③のスライドは各種の血清インターフェロンへのバイ
オ・ノーマライザーの影響を調べたものです、アルファ
でもベータでもガンマでも、全てのインターフェロン
にバイオ・ノーマライザーが作用することがわかりま
した。

　

④スライドは臨床実験によって患者の症状が大幅に改
善されていることがわかります。この実験では、アス
パラギン、トランスアミナーゼのレベルが測定されま
した。緑色がバイオ・ノーマライザーを服用しなかっ
たグループ、赤色がバイオ・ノーマライザーを服用し
たグループです。バイオ・ノーマライザーを服用する
と、細胞膜の破壊が減少することがわかります。アス
パラギン、トランスアミナーゼのレベルが低下してい
ることで、それが証明されます。これは極めて肯定的
な現象です。

　⑤のスライドはＡＬＴと専門家が呼ぶ、肝臓でのみ
生成するトランスアミナーゼのレベルを測定したもの
です。このレベルが高ければ高いほど、肝炎の症状が
重いのです。実験結果をごらんください。２日後、４
日後、８週間後と日を追って調べたところ、ＡＬＴの
レベルが下がっていることがわかります。つまり、バ
イオ・ノーマライザーが幹細胞を再生させ、肝炎の症
状を軽くしているわけです。

臨床および神経心理学におけるバイオ・ノーマライザーの治療効果の評価

Clinical and Neuropsychological Evaluation of BN Treatment Effect (N=14)

②　全血 (IU/ ml) における IFN-γ産生に対する BN投与 (6g / 日 ) の効果
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